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第17号総合研究所所報

 1 大学生における「仕事」の持つ意味

京都学園大学　経済経営学部講師 三 保 紀 裕

１．はじめに

　大学生にとって「仕事」とは，２つの点に
おいて学生生活に大きな影響を及ぼすもので
あるといってよいだろう。それは（1）就職，
すなわち自分が将来就くであろう「仕事」，（2）
アルバイトとしての「仕事」，の２点である。
これらは大学での勉強に対して，それぞれ異
なる形で影響を及ぼしている。前者について
は就職活動やそれに向けた準備が正課外の時
間を中心として多く展開されており，具体的
な活動が本格化する時期には，授業よりも就
職活動の方が優先されている状況にある。こ
のような状況は就職活動のスケジュールにも
大きな影響を与えており，日本経済団体連合
会は「新規学卒者の採用・選考に関する倫理
憲章」において，2015 年度は広報活動の開
始を３年生の３月１日以降に，選考活動の開
始を４年生の８月１日以降とした。しかし，
2016 年度の選考活動については開始時期を
４年生の６月１日以降に変更するとの発表が
なされ，学業との両立という点で大きな混乱
が起きている。後者のアルバイトについては，
時間的なバランスとの問題から，学業との両
立を困難なものにするとの指摘が多くなされ
てきた（例えば，武内 , 2005 など）。アルバ
イトに従事する理由には単なる小遣い稼ぎだ

けではなく，家計上の問題による所も多い。
共通しているのはアルバイトに割く時間が増
えることによって学業に割く時間が減ってし
まうという点であり，このことが学業遂行を
阻害するものとして捉えられてきたわけであ
る。
　学業との関係では「時間」という点から両
立の難しさが問題視されているが，大学生に
とっての「仕事」は学生生活，そして自らの
将来に関わるものとして重要な意味を持つこ
とは周知の事実である。この「仕事」という
点について，大学生たちはどのような意識を
持っているのだろうか。本稿ではこの点につ
いて，大学生を対象とした調査における自由
記述データの分析を中心として，探索的な検
討を行ってみることにする。

2. 大学生にとっての「仕事」と「学業」

　ここで，大学生における「仕事」と「学
業」の関係について改めて整理しておきた
い。両者の関係については，Super（1980）
や Super, Savickas, & Super（1996）を基礎
としたキャリア理論からこれを説明すること
ができる。これに従えば，キャリアは「複数
の役割に関する意思決定の連鎖を通じて個人
に形成されるもの」として定義することがで
きる（菊池，2008（p.14））。「仕事」と「学業」
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1　本研究は平成 26 年度京都学園大学奨励研究助成を受けて実施されたものの一部である。
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の関係について，三保・青木・福井・清水
（2014）は Super の理論に基づいた概念的な
整理を行っている。それに基づけば，大学生
にとって最も重要な意味を持つのは「学業」
であり，実際に多くの時間を大学での授業を
中心とした「学業」に割いている。日本の場合，
大学卒業と就職の間にブランクが無い状態で
あるのが一般的である。そのため，大学卒業
後すぐに重要な意味を持つものが「学業」か
ら「仕事」へとシフトすることになる。ここ
で問題となっているのは，「学業」と「仕事」
との間で求められている事柄におけるギャッ
プである。キャリア教育は極端な言い方をす
れば，このギャップを埋めるものとして位置
づけることができ，就職活動は「仕事」へ向
けた参入の具体的準備として捉えることがで
きる。日本における大学生の就職活動は仕組
み上，大学在学中に活動を行っていくことに
なる。そのため，大学生における「仕事」の
意味する所には，将来の職業が含まれること
になる。一方で，大学生の多くは在学中にア
ルバイトにも従事することになるが，これも
また「仕事」として認識されるものとなろう。

このような「仕事」に時間を割くことによっ
て，学業遂行が阻害される可能性がある点に
ついては前述した通りである。これらの関係
性を図式化したものを図１に示す。
 

3. 「仕事」が意味するもの

　大学生における「仕事」と「学業」の関係
について，三保ら（2014）は Super のキャ
リア理論に基づき，「労働者」と「学生」の
２つの役割に対する重要性という視点からこ
れを捉える試みを行っている。具体的には「労
働者」としての役割を「仕事」，「学生」とし
ての役割を「大学での学び」とした上で，こ
れらに対する「関与」と「参加」の程度につ
いて尋ねる尺度（役割意識尺度）を構成して
いる。ところが，ここでは「仕事について深
く関与していきたい」「仕事について多くの
時間を割いている」といった形での回答を求
めているため，「仕事」が意味するものがど
のような内容であるかについてまでは明らか
にすることができていない。この点について，
三保（2015）は役割意識尺度による測定に加

図 1　大学生における「仕事」と「学業」の関係性
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え，ここで捉えている「仕事」の意味につい
て，自由記述による回答から明らかにしよう
と試みている。本稿では，「仕事」という点
について大学生がどのような意識を持ってい
るのかという問いに対して，三保（2015）に
おける成果の一部として，自由記述データを
中心とした分析結果を紹介したい。
　分析対象としたデータは，2014 年 10 月に
実施した調査データの一部である。全国の大
学生１～４年生を対象とした調査を実施し
た。インターネット調査サービス（株式会
社マクロミルの「QuickMill」）を介し，1024
名から回答を得た。人数は各学年 256 名（男
女各 128 名）であった。自由記述による回答
は役割意識尺度の測定と連動しており，「先
の質問において，あなたは「仕事」をどのよ
うなものとイメージして回答しましたか？」
と尋ねている。ここでは，この自由記述によ
る回答結果を KJ 法により分類してみること
にする。
KJ 法による分類結果　1024 件の回答結果を
分類したところ，15 の小分類，６の中分類，

そして４の大分類に分類することができた。
表 1 は分類結果を整理したものである。４つ
の大分類は『将来の仕事（就職）』『働くこと
の意味』『（バイト含む）仕事』『その他』に
分類することができた。これらを順にみてい
くことにする。まず，『将来の仕事（就職）』
は２つの中分類（「将来の仕事」「接続意識」）
と５つの小分類（「具体的職種」「将来の仕
事」「長く働く」「接続」「大学生活」）によっ
て構成されるものであった。多くの項目が小
分類における「将来の仕事」に分類されてお
り，そこで回答されている内容のほとんどが

「将来就職する仕事」「就職したい仕事」など，
卒業後の就職を意識した内容になっているこ
とが分かる。その他の内容は具体的な職種や，
現在学んでいる内容が卒業後の就職に繋がっ
ていることを示す項目によって構成されてい
た。総じて，この大分類では将来の仕事，卒
業後の（正社員としての）就職を意識した上
での回答がなされていることが示された。
　『働くことの意味』は１つの中分類（「職業
の３要素」）と３つの小分類（「自己実現」「社

表 1　自由記述の KJ 法による分類結果

大分類 中分類 小分類 人数 計

将来の仕事（就職）
将来の仕事

具体的職種 32

694
将来の仕事 616
長く働く 15

接続意識 接続 20
大学生活 11

働くことの意味 職業の 3 要素
自己実現 45

144社会的役割 26
生計の維持 73

（バイト含む）仕事 （バイト含む）仕事 バイト 80 106両方（現在と将来） 26

その他

否定的 義務感 18

80
否定的イメージ 24

その他
その他 8

特になし 20
分からない 10
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会的役割」「生計の維持」）によって構成され
ていた。ここで示された回答内容は，「お金
を得る手段」「自分のスキルを上げるもの」「責
任持って遂行するもの」など，いずれも仕事
に対する個人の考え方，捉え方が反映された
ものであった。３つの小分類は，尾高（1941）
が示す職業の３要素に合致するものであり，
将来就く仕事，卒業後の就職といった視点と
は異なり，働くことそのものに対する意味づ
けを考えた上での回答をしていることが明ら
かとなった。『（バイト含む）仕事』は，１つ
の中分類（「（バイト含む）仕事」）と２つの
小分類（「バイト」「両方（現在と将来）」）に
よって構成されていた。「仕事」の意味する
ものとしてアルバイト，あるいはアルバイト
と将来就く仕事の両方が想起された回答で
あった。最後に，『その他』では２つの中分
類（「否定的」「その他」）と５つの小分類（「義
務感」「否定的イメージ」「その他」「特になし」

「分からない」）によって構成されていた。こ
こでの回答は，仕事をやらなければならない
ものとして義務的に捉えているものや，否定
的に捉えているもの，あるいは特になしとい
う形で，仕事に関してイメージするものが無
いといった内容が中心であった。
　これらの回答傾向における割合をみると，

『将来の仕事（就職）』では全体の約 68％，
『働くことの意味』は約 14％，『（バイト含む）
仕事』は約 10％，そして『その他』は約８％
となった。このことからも，多くの者は「仕
事」として将来の仕事を視野に入れているこ
とが分かる。「仕事」として現在従事してい
るアルバイトやイメージするものが無い者は
少なく，大学生の時期は現在や過去よりも「将
来」が重要な意味を持つ時期であるとする尾
崎（2001）の指摘とも合致する結果が得られ
た。

分類結果からみた役割意識の違い　このよう
な「仕事」の捉え方の違いは，学生生活にも
大きな影響を及ぼすと考えられる。この点に
ついて，ここでは役割意識を対象に，KJ 法
による分類を独立変数，役割意識の下位尺度
を従属変数とした一元配置分散分析を行っ
た。なお，役割意識の下位尺度得点について
は，下位尺度を構成する項目得点の総和を項
目数で割ったものを分析に使用した。
　分析の結果，全ての下位尺度において有意
差がみられた。Tukey 法による多重比較の
結果，『学生「関与」』『学生「参加」』『労働
者「関与」』の３尺度では群間による得点の
違いを確認することができた（表２）。『学生

「関与」』では，「『将来の仕事（就職）』，『働
くことの意味』＞『働くことの意味』，『（バ
イト含む）仕事』＞『（バイト含む）仕事』，『そ
の他』」という結果が得られた。『学生「参加」』
では「『将来の仕事（就職）』＞『その他』」，
そして『労働者「関与」』では「『将来の仕事

（就職）』，『働くことの意味』，『（バイト含む）
仕事』＞『その他』」という結果がみられた。
総じて，群間による有意差がみられた下位尺
度では『将来の仕事（就職）』群の値が高く，

『その他』群の値が低い結果であった。
　下位尺度得点の傾向をみてみると，『学生

「関与」』や『労働者「関与」』といった，特
定の役割に対して積極的に関わっていきたい
という思い入れの程度を示す「関与」に関係
する得点の方が高かった。特定の役割に対す
る時間やエネルギーをかけている程度を示す

「参加」の方が，全般的にみて「関与」より
も得点が低い傾向にあった。

4. 大学生における「仕事」の持つ意味

　本稿の分析で明らかにすることができたの
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は，大学生における「仕事」が意味するもの
の多様性であった。KJ 法による分類結果か
らも分かるように，多くの大学生は「仕事」
として将来の就職，自分が将来就くであろう
仕事を意識していた。大学生の関心事として，
就職がいかに大きな意味を持っているかを読
み取ることができよう。一方で割合は低いが，
現在従事しているアルバイトを意識した学生
の姿も捉えることができた。「１. はじめに」
で述べたように，「仕事」が意味するものと

して（1）就職，すなわち自分が将来就くで
あろう「仕事」，（2）アルバイトとしての「仕
事」，の２点をデータからも示すことができ
たといえる。この他にも，「働く」というこ
とそのものの本質を考えている学生や，「仕
事」としてイメージするものが無い学生の姿
を捉えることができた点が特徴的であった。
　これらの捉え方は学生生活に大きな影響を
及ぼすものであると考えられ，その一端を役
割意識の違いからみることができた。図２か

2 KJ  

 

3.06 2.92 2.84 2.62 F (3,1020)=14.03(p <.01)
SD 0.64 0.67 0.66 0.71

2.79 2.78 2.63 2.58 F (3,1020)=3.55(p <.05)
SD 0.70 0.68 0.65 0.75

3.13 2.99 3.01 2.66 F (3,1020)=15.05(p <.01)
SD 0.61 0.66 0.58 0.71

2.44 2.60 2.60 2.36 F (3,1020)=4.10(p <.05)
SD 0.70 0.67 0.65 0.69

表 2　KJ 法による分類結果別にみた役割意識の違い 

図 2　役割意識尺度の比較（分類結果別（大分類））
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らも分かるように，KJ 法による分類（大分
類）によって大きな傾向の違いがみられた。

『将来の仕事（就職）』群では学生と労働者の
２つの役割に対する関心が強く，学生として
の役割に対しては一定の参加をしていると回
答していた。しかし，労働者としての役割に
対してはあまり参加をしていないようであっ
た。ここで意識される「仕事」は将来の就職
に関係する内容であるため，労働者としての
役割に対する参加の程度が低いのは当然の結
果であるといえる。将来の就職を意識しなが
ら学生生活に従事している姿を想像すること
ができよう。将来の就職と大学での学びとの
接続性を強く意識している学生達であると捉
えることもできるかもしれない。一方で，『（バ
イト含む）仕事』群では労働者としての役割
に対する関与は高いが，学生としての役割に
対する関与，参加の程度はあまり高くなかっ
た。働くことへの高い関心はあるが，大学で
の学びに対する関心は低いという点を鑑みる
と，大学での学びよりもアルバイト重視，あ
るいは大学での学びとアルバイトの両立を図
ろうとしている学生達と考えることができる
のではないだろうか。このようななか，異彩
を放っていたのが『その他』群に該当する学
生達であった。役割意識尺度のいずれの得点
も中央値である 2.5 程度からそれ以下の低い
数値を示していた。無目的で無気力な学生で
あると捉えることができるかもしれない。「仕
事」が意味するものとして特にイメージする
ものが無かったことからも，彼らの無目的な
様子を伺い知ることができるだろう。
　本稿では大学生における「仕事」の持つ
意味について探索的な検討を行った。Ng & 
Feldman（2007）が示しているように，学校
から職業への円滑な移行の為には，職業社会
への参入に向けた準備と職業社会への参入後

における適応の２点が重要となる。具体的な
教育・支援のあり方について論じるのは他の
機会とするが，リアルな学生の姿を教育の最
前線やデータ等，複数の視点から捉えた上で
円滑な移行に向けた教育・支援のあり方を検
討することが重要であろう。
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